
桑本裕二 
秋田工業高等専門学校

PAIK 2010年7月例会 
2010年7月10日 
於神戸女学院大学

1 



  「カンボジア語」or「クメール語」? 
 英語表記 “Khmer” 
 カンボジア語では kʰmae
文字表記：                  音価は /r/、黙字

　　　　　　　   ae - kʰ - r 
          |   

       m 
  「カンボジア」：kampuʔciˑə （公式名称）
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 系統は、オーストロアジア語族中のモン・クメール
語族に属する。カンボジア王国の公用語。 

 言語人口：約1500万人 
 SVO語順の孤立語である。 
 Noun-Adjective の語順。
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    p  t  c  k  ʔ 
    pʰ  tʰ  cʰ  kʰ 
    b  d 
    m  n  ɲ  ŋ 
    v  j 
     r 
     l 
    (f)  s    h 
   　　    (外来語のみ)
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 CV, CVC, CCV, CCVC 
 オンセットは義務的、二重子音まで許容（ONSETは
支配的） 

 母音（9種類、長ー短の区別あり） 
 二重母音 
 弛喉母音（←→緊喉母音） 

 コーダは単子音のみ。/b, d, r, s, f/ は中和される。 
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 カンボジア語のオンセットの二重子音の分布を観
察。序列の特徴について考える。 
 聞こえ度階層（調音様式、有声ー無声の対立） 
 調音点の有標性に基づくもの（Place の有無 etc.） 
 有気ー無気の対立 

 コーダにおける子音の有標性との対照。
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C1＼C2 p t c k ʔ b d m 
p ○ ○ ○ ○ ○ 

t ○ ○ ○ ○ ○ 

c ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

k ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

s ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ʔ 

m ○ ○ ○ 

l ○ ○ ○ ○ ○ 
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C1＼C2 n ɲ ŋ v j l r s h 
p ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

t ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

c ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

k ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

s ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ʔ ○ 

m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

l ○ ○ ○ 
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  SON-SEQ: Complex onsets rise in sonority, and complex 
codas fall in sonority. (Kager 1999:267) 

 聞こえ度階層と音節について（Prince & Smolensky 
2004:150ff.)） 

 オンセットの聞こえ度階層の序列： 
 調音様式に基づくもの 
 有声-無声 

 その他のファクター 
 調音点の有標性に基づくもの（Place の有無 etc.） 
 有気-無気 は？ 
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[stop>>fricative>>nasal>>lateral>>glide>>vowel 

はずれるもの： 
sp-, st-, sk-, sʔ-, sb-, sd-   （sC- の11通り中6） 
mt-, mc-, md-, ms-, mh-   （mC- の10通り中5） 
lp-, lk-, lʔ-, lb-, lm-, lŋ-, lv-, lh-   （lC- の8通り中8） 

→ /s/ の特異性 
→ /m/(nasal) の特異性（Kuwamoto 2004, 2006 桑本 2007） 
→ /l/ の特異性（Kuwamoto 2008） 
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 [無声音>>有声音 

 はずれるもの（[有声音-無声音）： 
 mt-, mc-, ms-, mh-  （mC- の10通り中4） 
 lp-, lk-, lʔ-, lh-   （lC- の8通り中4） 
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  [placeあり >> placeなし　？ 

 place　のない分節音は /h/, /ʔ/  

 これに反するのは、 
 [ʔv- のみ。  →実際には、ʔəｖəi 「何」 のように schwa
が挿入。
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 Place の指定／未指定の問題 
 ←平野 (1995, 1996)：朝鮮語のコーダの単子音化
に関する分析 
→Place 未指定=構造が単純（=無標）: [coronal] を
含む子音（歯音、硬口蓋音など） 
 ←→有標なもの：[labial] [dorsal]を含む子音（両唇
音、軟口蓋音、口蓋垂音など） 
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  [両唇音, 軟口蓋音, その他の非口腔音 >>　歯音, 
硬口蓋音 

 →ほとんど分布に統一性がない　←ある意味で、
コーダとの非対称性を示すことがいえる。 
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 坂本・峰岸 (1988) では、有気音 [pʰ, tʰ, cʰ, kʰ] は、C1 にお
ける対応する無気音 [p, t, c, k] の異音と解釈 

  C2が /r/ のとき→ C1は /p, t, c, k/ は無気音 
  pram  「５」 
  trəi  「魚」 
  kraoi  「うしろ」 

  C2が /r/ 以外のとき→ C1の /p, t, c, k/ は有気音 
  pʰtɛəh  「家」 
  cʰmaː  「猫」 
  kʰɲom 「私」 
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  C2には帯気音はほとんど表れない 
 skɔː  「砂糖」 
 mteːh 「唐辛子」 
 （例外、少数）mpʰèi  「20」 

 単子音の場合、最小対立あり 
 paː  「父」   pʰaː  「布」 
  taː  「父」   tʰaː  「~と」 
 caː  「はい」  cʰaː  「炒める」 
 kaː  「仕事」  kʰaː  「巻く」 
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 mh-, lh- もあり  （←帯気音の扱いではない） 
 文字体系の情報 

  [C1C2- の序列について、aspiration のかかわり
は？ 
 [有気音 >> 無気音　が成り立つか？ 
  →帯気性と聞こえ度の関係は？ 
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  time [tʰaim]  /  stay [stei] 
 pen [pʰen]  /  spoon [spuːn] 
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 コーダの子音連続はない。 
 有声音/b/ /d/ を表す文字はそれぞれ /p/ /t/ に
中和 

 有気音 /pʰ/ /tʰ/ /cʰ/ /kʰ/ を表す文字はそれぞ
れ /p/ /t/ /c/ /k/に中和 

 /-r/ → ø   /-s/ → /-h/ 
 /j/ → /i/  /-v/ → /-w/ (/-u/) 
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 カンボジア語オンセット子音連続の序列は非常に
複雑であり、複合的に分析する必要がある。 
 →OT分析の可能性 
  McCarthy (2008) : Harmonic Serialism 
 (McCarthy 2009, Tanaka 2009, Sasaki 2008) 

 聞こえ度と帯気性、調音点の有標性との、音節構
造上における関連は？ 
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 インフォーマント：イット・ウィサル氏（秋田工業高等
専門学校卒業生） 

 日本学術振興会科学研究費（基盤研究 (C), 課題
番号21520422）
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